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所信表明の概要

協
働
に
よ
る
活
気
あ
ふ
れ

る
ま
ち
づ
く
り
が
で
き
る

計
画
と
な
る
よ
う
に
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
町
政
を
取
り
巻
く
情
勢

に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、

世
界
経
済
が
極
め
て
速
い

ス
ピ
ー
ド
で
変
化
し
つ
つ

あ
る
中
で
、
日
本
経
済
は

安
定
成
長
期
か
ら
転
落
し

た
１
９
９
１
年
以
降
２
０
０
７
年
ま

で
の
経
済
成
長
率
は
平
均
１
・
３
％

と
低
い
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
世
界

経
済
の
変
化
に
即
応
し
て
成
長
す
る

仕
組
み
は
い
ま
だ
出
来
上
が
っ
て
い

ま
せ
ん
。
ま
た
、
都
市
と
地
方
の
格

差
拡
大
や
非
正
規
雇
用
の
増
大
な
ど

の
問
題
も
生
じ
、
さ
ら
に
原
油
価
格

や
食
料
価
格
の
高
騰
に
よ
り
国
民
の

生
活
へ
の
不
安
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
本
町
に
お
い
て
は
、
厳
し
い
財
政

状
況
の
中
に
あ
っ
て
限
ら
れ
た
財
源

の
効
率
的
な
運
用
と
行
政
経
費
の
合

理
化
を
図
り
、
堅
実
な
財
政
運
営
に

よ
る
持
続
可
能
な
行
財
政
の
確
立
を

目
指
し
て
お
り
ま
す
が
、
私
は
町
民

の
皆
さ
ま
に
町
政
推
進
の
基
本
政
策

と
し
て
①
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た

農
林
水
産
業
活
性
化
の
た
め
の
積
極

的
支
援
②
山
田
の
魅
力
を
生
か
し
た

商
工
業
・
観
光
事
業
の
育
成
強
化
③

生
活
環
境
基
盤
整
備
の
促
進
と
山
田

の
海
を
守
る
施
策
の
充
実
④
少
子
高

齢
社
会
に
対
応
し
た
子
育
て
支
援
と

福
祉
・
保
健
医
療
の
充
実
⑤
教
育
環

境
整
備
で
山
田
の
未
来
を
 拓
 く
ひ
と

ひ
ら

づ
く
り
の
推
進
⑥
山
田
町
の
自
立
に

向
け
た
行
財
政
改
革
の
さ
ら
な
る
推

進
―
―
の
６
項
目
を
掲
げ
、
そ
の
実

現
の
た
め
に
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
具
体
的
な
施
策
に
つ
い
て
で
あ
り

ま
す
が
、
特
に
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
と
し

て
取
り
上
げ
た
施
策
を
中
心
に
申
し

述
べ
て
ま
い
り
ま
す
。

行
政
改
革
の
断
行
と

産
業
の
振
興
に
全
力

　
私
は
、
任
期
満
了
に
伴
い
去
る
７

月
６
日
に
執
行
さ
れ
ま
し
た
山
田
町

長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
当
選
の
栄
を

賜
り
、
３
期
目
の
町
政
を
担
当
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
公

平
、
公
正
な
町
政
を
基
本
に
、「
自

主
・
自
律
・
協
働
」
の
ま
ち
づ
く
り

を
基
本
理
念
と
し
て
、
町
民
参
画
と

住
民
協
働
に
よ
る
活
気
あ
ふ
れ
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
、
町
民
の
皆
さ
ま

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
負
託
に
応
え
、
行

財
政
改
革
の
断
行
と
当
面
す
る
最
大

の
課
題
で
あ
る
産
業
振
興
の
促
進
に

全
力
を
傾
注
す
る
決
意
で
あ
り
ま
す
。

　
新
た
な
任
期
の
前
半
は
、
平
成
　２２

年
度
を
目
標
年
次
と
す
る
第
８
次
山

田
町
総
合
発
展
計
画
前
期
基
本
計
画

を
着
実
に
実
行
し
て
ま
い
り
ま
す
が
、

合
わ
せ
て
　
年
度
を
目
標
年
次
と
す

２７

る
後
期
基
本
計
画
の
策
定
を
進
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に

は
町
民
の
皆
さ
ま
の
知
恵
と
情
熱
を

織
り
込
み
、
創
意
工
夫
を
生
か
し
て

取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
住

民
満
足
度
の
向
上
を
目
指
し
、
住
民

　
第
３
回
町
議
会
定
例
会
が
９
月
　
日
に
開
会
し
ま
し
た
。
初
日
に

２２

は
沼
崎
喜
一
町
長
が
所
信
表
明
を
し
、「
行
財
政
改
革
の
断
行
と
産
業

振
興
の
促
進
に
全
力
を
傾
注
し
、
お
約
束
致
し
ま
し
た
施
策
を
全
身

全
霊
を
傾
け
て
進
め
る
決
意
で
す
。
農
村
漁
村
が
果
た
し
て
き
た
役

割
を
町
民
自
ら
が
再
認
識
し
、
先
人
の
歴
史
や
文
化
を
継
承
す
る
た

め
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
一
丸
と
な
っ
て
参
加
し
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
、
町
政
推
進
の
施
策
を
掲
げ
、
今
後
４
年
間
の
基
本
方

針
を
述
べ
ま
し
た
。
今
号
で
は
そ
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。
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産
業
構
造
の
現
状
や
課
題
な
ど
に

つ
い
て
産
業
分
野
を
越
え
て
共
有
し
、

新
た
な
産
業
振
興
策
を
模
索
す
る
た

め
「
山
田
町
産
業
活
性
化
推
進
協
議

会
」
を
立
ち
上
げ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

来
年
に
か
け
て
第
１
次
産
業
を
基
盤

と
し
た
地
域
活
性
化
策
を
検
討
し
ま

す
。
そ
の
提
言
な
ど
に
つ
い
て
は
、

緊
急
を
要
す
る
も
の
は
補
正
予
算
対

応
と
し
、
中
長
期
の
課
題
に
つ
い
て

は
総
合
発
展
計
画
に
盛
り
込
ん
で
対

応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

新
設
し
た
産
業
振
興
基
金
は
、
目
的

に
沿
っ
た
弾
力
的
な
運
用
を
し
て
い

き
ま
す
。

　
水
産
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
各
漁

業
協
同
組
合
が
地
域
営
漁
計
画
を
策

定
し
、
漁
場
の
効
率
的
な
利
用
、
担

い
手
育
成
、
水
産
物
の
販
売
な
ど
に

つ
い
て
具
体
的
な
取
り
組
み
事
項
を

定
め
た
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
中
で
春

季
カ
キ
出
荷
試
験
の
実
施
、
加
工
業

者
と
連
携
し
た
ワ
カ
メ
出
荷
方
法
の

改
善
や
協
業
・
分
業
の
試
験
実
施
な

ど
、
付
加
価
値
の
向
上
や
生
産
量
の

維
持
・
増
大
に
取
り
組
む
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を

水
産
業
を
活
性
化
さ
せ
る
重
要
な
事

業
と
位
置
付
け
、
積
極
的
に
支
援
し

ま
す
。
ま
た
、
経
営
基
盤
強
化
の
た

め
に
は
山
田
湾
内
４
漁
協
の
合
併
は

避
け
て
通
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、
平

成
　
年
度
合
併
に
向
け
て
積
極
的
な

２１
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
水
産
物
の
販
売
促
進
活
動
に
つ
い

て
は
漁
協
合
併
に
よ
る
「
山
田
ブ
ラ

ン
ド
」
の
確
立
に
向
け
た
取
り
組
み

を
強
化
し
、
生
産
者
と
と
も
に
県
内

陸
部
で
の
試
食
・
販
売
・
宣
伝
活
動

な
ど
を
継
続
し
て
支
援
し
、
積
極
的

な
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
も
展
開
し
ま
す
。

ま
た
、
販
路
拡
大
を
目
指
し
消
費
者

へ
の
直
接
販
売
な
ど
を
推
進
す
る
た

め
、
漁
協
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
な

ど
Ｉ
Ｔ
環
境
整
備
へ
の
支
援
や
破
砕

カ
キ
殻
販
路
拡
大
の
支
援
、
か
き
・

ほ
た
て
等
共
済
掛
金
の
助
成
継
続
、

漁
港
整
備
の
促
進
な
ど
に
も
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
つ
い
て
は
、

ウ
イ
ル
ス
の
除
去
と
不
活
化
の
研
究

促
進
な
ど
の
強
化
を
国
・
県
に
継
続

し
て
要
請
し
て
い
き
ま
す
。

　
農
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
集
落
活

動
の
活
発
化
を
支
援
し
、
関
係
機
関

と
連
携
し
て
活
力
あ
る
集
落
営
農
を

推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
地
域
内
の
地

産
・
地
消
の
活
動
は
食
の
安
全
・
安

心
、
食
育
に
お
い
て
も
重
要
で
あ
り
、

産
地
直
売
の
支
援
を
推
進
し
ま
す
。

高
収
益
性
品
目
で
あ
る
リ
ン
ド
ウ
、

ピ
ー
マ
ン
や
ホ
ウ
レ
ン
草
な
ど
の
生

　
商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
商

工
会
が
取
り
組
む
経
営
改
善
普
及
事

業
、
地
域
総
合
振
興
事
業
運
営
の
支

援
や
中
心
商
店
街
空
き
店
舗
対
策
を

支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
中
小
企
業
融

資
制
度
や
企
業
誘
致
優
遇
措
置
制
度

の
利
用
を
促
進
し
優
良
企
業
の
誘
致

を
進
め
る
な
ど
、
雇
用
の
場
の
拡
大

に
取
り
組
み
ま
す
。特
に
も
、宮
古
・

下
閉
伊
地
域
に
は
高
い
技
術
力
を
背

景
に
コ
ネ
ク
タ
ー
製
造
企
業
と
金
型

部
品
を
製
造
す
る
企
業
が
集
積
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
宮
古
・
下
閉
伊
地

域
産
業
活
性
化
協
議
会
の
一
員
と
し

て
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
企
業
誘
致

活
動
を
推
進
し
ま
す
。

　
観
光
事
業
に
つ
い
て
は
、
官
民
一

体
で
沿
岸
地
域
の
観
光
活
性
化
を
図

地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
農
林
水
産
業
活
性
化
の
た
め
の
積
極
的
支
援

地
域
営
漁
計
画
の
事
業
を
支
援

産
施
設
等
整
備
、
農
業
生
産
活
動
や

農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
な

ど
農
家
の
所
得
向
上
に
向
け
て
支
援

し
ま
す
。

　
畜
産
に
つ
い
て
は
、
肉
用
牛
肥
育

経
営
安
定
対
策
事
業
、
広
域
牧
場
放

牧
推
進
事
業
、
家
畜
診
療
推
進
事
業

な
ど
を
引
き
続
き
支
援
し
ま
す
。

　
林
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
し
い
た

け
生
産
施
設
整
備
の
支
援
や
森
林
整

備
地
域
活
動
支
援
交
付
金
事
業
を
実

施
し
ま
す
。

山
田
の
魅
力
を
生
か
し
た
商
工
業
・
観
光
事
業
の
育
成
強
化

体
験
型
観
光
で
交
流
人
口
拡
大

所信表明の
概要

る
「
い
わ
て
沿
岸
広
域
観
光
推
進
会

議
」
が
設
立
さ
れ
、
沿
岸
市
町
村
が

連
携
し
て
情
報
発
信
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
本
町
の
地
域
特
性
を
生
か
し
た
四

季
折
々
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
よ
る
観

光
客
の
誘
致
拡
大
、
マ
リ
ン
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
定
着
拡
大
に
よ
る
漁
業
と

観
光
と
の
連
携
、
カ
キ
・
ホ
タ
テ
な

ど
の
予
約
販
売
に
よ
る
オ
ー
ナ
ー
制

の
導
入
な
ど
、
優
れ
た
自
然
環
境
と

地
域
資
源
を
有
効
に
活
用
し
た
体
験

型
観
光
を
推
進
し
、
交
流
人
口
の
拡

大
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
オ
ラ
ン
ダ
島
は
、
素
晴
ら
し
い
海

水
浴
場
と
し
て
広
く
認
知
さ
れ
、
町

の
象
徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

小
島
を
取
得
し
、
オ
ラ
ン
ダ
島
と
一
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対
に
し
て
自
然
保
護
を
基
本
と
し
な

が
ら
新
た
な
体
験
観
光
事
業
が
展
開

　
山
田
の
海
を
守
り
快
適
で
衛
生
的

な
生
活
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
た
め

に
は
、
下
水
道
整
備
は
欠
か
す
こ
と

の
で
き
な
い
事
業
で
す
。
引
き
続
き

公
共
下
水
道
整
備
事
業
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
大
沢
、
船
越
地
区
の
水

洗
化
を
促
進
し
、
健
全
な
経
営
に
努

め
ま
す
。
山
田
処
理
区
は
、
引
き
続

き
第
１
期
認
可
区
域
で
あ
る
長
崎
、

川
向
、
中
央
、
八
幡
、
後
楽
、
北
浜

地
区
の
整
備
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、

下
水
道
集
合
処
理
区
域
外
で
は
、
合

併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る
循
環
型

社
会
形
成
推
進
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

　
柳
沢
北
浜
地
区
土
地
区
画
整
理
事

業
は
、
快
適
で
機
能
的
な
町
づ
く
り

を
目
指
し
て
引
き
続
き
推
進
し
ま
す
。

　
通
学
路
や
歩
行
者
の
交
通
安
全
対

策
と
し
て
、
町
道
中
央
長
崎
線
と
前

須
賀
タ
ブ
の
木
荘
線
の
歩
道
設
置
事

業
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
老
朽
化

が
進
む
豊
間
根
地
区
の
島
田
橋
と
中

村
橋
の
改
修
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

　
大
雨
時
の
冠
水
対
策
と
し
て
、
馬

指
野
地
区
道
路
環
境
整
備
事
業
を
実

施
し
ま
す
。
関
谷
地
区
と
柳
沢
地
区

を
結
ぶ
道
路
は
救
急
車
な
ど
緊
急
車

輌
が
通
行
で
き
ず
不
便
を
き
た
し
て

い
る
の
で
、
県
の
河
川
改
修
工
事
と

合
わ
せ
て
改
良
で
き
る
よ
う
強
く
要

望
し
、
早
期
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　
大
規
模
地
震
へ
の
備
え
と
し
て
、

継
続
し
て
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
助

成
事
業
を
進
め
、
新
た
に
耐
震
改
修

等
助
成
事
業
を
実
施
し
、
快
適
な
住

環
境
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　
津
波
・
高
潮
対
策
と
し
て
、
県
事

業
の
織
笠
川
三
陸
高
潮
対
策
事
業
、

山
田
・
大
沢
漁
港
海
岸
保
全
施
設
整

備
事
業
の
早
期
完
成
を
引
き
続
き
要

望
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
町
営
織

笠
漁
港
を
山
田
漁
港
区
域
に
編
入
し
、

海
岸
保
全
事
業
の
整
備
が
一
体
的
に

行
わ
れ
る
よ
う
県
に
要
望
し
ま
す
。

生
活
環
境
の
基
盤
整
備
の
促
進
と
山
田
の
海
を
守
る
施
策
の
充
実

町
道
中
央
長
崎
線
に
歩
道
設
置

少
子
高
齢
社
会
に
対
応
し
た
子
育
て
支
援
と
福
祉
・
保
健
医
療
の
充
実

保
育
料
の
軽
減
率
を
引
き
上
げ

　
子
育
て
支
援
と
し
て
は
、
乳
幼

児
・
妊
産
婦
医
療
費
助
成
の
受
給
資

格
の
所
得
制
限
を
廃
止
し
、
皆
等
し

く
受
給
で
き
る
よ
う
制
度
を
充
実
す

る
と
と
も
に
、
保
育
料
軽
減
率
を
見

直
し
、
現
行
の
約
　
％
か
ら
　
％
程

２５

４０

度
に
引
き
上
げ
、
子
育
て
の
負
担
軽

減
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
民
間
保
育

所
の
病
児
・
病
後
児
保
育
事
業
を
支

援
し
平
成
　
年
度
か
ら
は
病
児
対
応

２１

型
に
拡
充
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業

の
充
実
に
努
め
子
育
て
に
や
さ
し
い

教
育
環
境
整
備
で
山
田
の
未
来
を
 拓
 く
ひ
と
づ
く
り
の
推
進

ひ
ら

学
校
の
耐
震
補
強
工
事
を
実
施

所信表明の
概要

で
き
る
よ
う
、
織
笠
漁
業
協
同
組
合

と
の
協
議
を
進
め
ま
す
。

環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
保
護
者

が
就
労
す
る
家
庭
の
子
育
て
を
支
援

す
る
た
め
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を

４
カ
所
に
拡
大
し
、
安
心
し
て
子
供

を
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
社
会

の
構
築
を
進
め
ま
す
。

　
生
涯
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
を
推

進
す
る
中
で
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
に
よ
る
後
期
高
齢
者
健
康
診
査
料

の
自
己
負
担
分
は
無
料
化
す
る
と
と

も
に
、
人
間
ド
ッ
ク
助
成
な
ど
、
健

康
診
査
に
か
か
る
新
た
な
負
担
が
発

生
し
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

　
認
知
症
や
知
的
障
が
い
な
ど
に

よ
っ
て
判
断
能
力
が
十
分
で
な
い

方
々
を
支
援
す
る
た
め
、
成
年
後
見

制
度
の
利
用
と
そ
の
普
及
・
啓
発
に

努
め
る
と
と
も
に
、
身
体
の
不
自
由

な
高
齢
者
や
重
度
身
障
者
が
在
宅
で

自
立
し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
住

宅
改
修
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
な

ど
、
い
つ
ま
で
も
元
気
で
生
き
が
い

を
も
っ
て
生
活
で
き
る
地
域
社
会
の

構
築
に
努
め
ま
す
。

歩道設置工事が行われる町道中央長崎線

　
未
来
を
担
う
子
供
た
ち
が
健
全
な

心
と
身
体
を
培
い
、
心
身
の
健
康
を

確
保
す
る
た
め
に
は
、
学
校
教
育
環

境
の
整
備
が
重
要
で
す
。

【５】
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本
町
の
自
立
に
向
け
た
行
財
政
改

革
は
、
平
成
　
年
度
策
定
の
集
中
改

１７

革
プ
ラ
ン
と
第
８
次
山
田
町
総
合
発

　
以
上
、
今
後
４
年
間
の
町
政
運
営

に
つ
い
て
政
策
宣
言
を
も
と
に
所
信

　
学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
希
望
者

へ
弁
当
を
配
達
す
る
ラ
ン
チ
ボ
ッ
ク

ス
制
度
に
つ
い
て
平
成
　
年
度
の
実

２１

施
を
目
指
し
、
調
査
検
討
し
ま
す
。

　
児
童
生
徒
の
安
全
安
心
を
確
実
な

も
の
と
す
る
た
め
、
学
校
建
物
耐
震

診
断
に
よ
り
補
強
を
必
要
と
す
る
す

べ
て
の
学
校
の
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

　
生
き
る
力
・
考
え
る
力
を
は
ぐ
く

む
教
育
を
推
進
す
る
た
め
、「
新
学
校

図
書
整
備
計
画
」
に
よ
り
小
中
学
校

の
学
校
図
書
の
充
実
を
促
進
し
、
学

校
図
書
館
図
書
標
準
を
達
成
で
き
る

よ
う
努
め
ま
す
。

　
町
立
図
書
館
に
つ
い
て
は
、
旧
県

立
山
田
病
院
の
敷
地
建
物
を
購
入
す

る
こ
と
を
前
提
に
県
医
療
局
と
の
交

渉
を
進
め
、
平
成
　
年
度
の
移
転
整

２１

備
を
目
指
し
ま
す
。

　
女
性
の
社
会
参
画
拡
大
と
男
女
共

同
参
画
意
識
の
醸
成
の
た
め
に
、
男

女
共
同
参
画
に
向
け
て
の
意
識
調
査

の
実
施
と
「
男
女
共
同
参
画
推
進
プ

ラ
ン
（
仮
称
）」
を
策
定
し
ま
す
。

　
平
成
　
年
第
　
回
国
民
体
育
大
会

２８

７１

は
岩
手
県
で
の
開
催
が
決
定
し
、　２２

年
度
ま
で
に
競
技
会
場
な
ど
の
選
定

が
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
町
体
育
協

会
と
と
も
に
相
撲
競
技
会
場
の
誘
致

活
動
を
進
め
ま
す
。

山
田
町
の
自
立
に
向
け
た
行
財
政
改
革
の
さ
ら
な
る
推
進

「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」
を
Ｐ
Ｒ

所信表明の
概要

展
計
画
に
基
づ
き
、
着
実
に
実
施
し

て
き
ま
し
た
。
さ
ら
な
る
行
財
政
改

革
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・
向
上
と
コ
ス
ト

縮
減
や
効
率
化
に
努
め
、
最
小
限
の

費
用
で
最
大
の
効
果
を
生
み
出
す
行

財
政
基
盤
の
確
立
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
健
全
財
政
を
維
持
し
て
い

く
た
め
、
事
業
の
実
施
に
当
た
っ
て

は
、
財
政
計
画
と
の
整
合
性
を
図
る

と
と
も
に
、
自
主
財
源
を
適
正
に
確

保
す
る
た
め
県
地
方
税
特
別
滞
納
整

理
機
構
と
の
連
携
な
ど
に
よ
り
、
町

税
の
収
納
率
向
上
に
努
め
ま
す
。

　
行
財
政
の
コ
ス
ト
縮
減
や
効
率
化

の
一
端
を
述
べ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
わ
が
国
の
人
口
は
平
成
　
年
を

１８

ピ
ー
ク
に
減
少
に
転
じ
ま
し
た
が
、

依
然
と
し
て
都
市
部
へ
の
人
口
流
入

が
続
き
、
地
方
再
生
へ
の
展
望
は
見

え
て
い
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
国
土
の
大
半
を

占
め
る
農
山
漁
村
は
食
糧
供
給
、
大

気
浄
化
、
水
源
 涵
  養
 、
土
壌
保
全
な

か
ん
 よ
う

ど
国
民
の
生
存
を
支
え
る
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
し
、
こ
れ

か
ら
も
そ
の
役
割
は
変
わ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
時
代
の
変

遷
と
と
も
に
失
わ
れ
て
き
た
も
の
の

価
値
が
見
直
さ
れ
る
時
が
き
た
と
も

言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
私
た
ち
は
こ
の
地
域
が
果
た
す
べ

き
役
割
に
あ
ら
た
め
て
思
い
を
致
し
、

こ
れ
か
ら
の
可
能
性
を
信
じ
て
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
ま
ず
町
民
自
ら
が
わ
が
町
の
、

こ
の
地
域
の
持
つ
価
値
を
再
認
識
し
、

先
人
が
築
き
上
げ
て
き
た
歴
史
、
文

化
を
継
承
す
る
た
め
に
こ
れ
か
ら
の

ま
ち
づ
く
り
に
一
丸
と
な
っ
て
参
加

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
、
新
た
に
与
え
ら
れ
ま
し
た

任
期
の
中
で
町
民
の
皆
さ
ま
の
負
託

に
応
え
、
お
約
束
致
し
ま
し
た
施
策

を
全
身
全
霊
を
傾
け
て
進
め
る
決
意

を
こ
こ
に
 披
  瀝
 し
、
議
会
の
皆
さ
ま

ひ
 
れ
き

な
ら
び
に
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解

と
さ
ら
な
る
ご
支
援
を
お
願
い
申
し

上
げ
、
所
信
表
明
を
終
わ
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

に
つ
い
て
は
、
管
理
職
手
当
の
　
％
２０

減
額
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
職
員

定
数
の
削
減
は
平
成
　
年
度
と
比
較

１２

し
て
平
成
　
年
度
に
は
　
人
以
上
の

２２

３７

減
と
な
る
よ
う
に
し
ま
す
。
ま
た
、

時
差
勤
務
に
よ
る
時
間
外
勤
務
手
当

の
縮
減
や
事
務
事
業
の
民
営
化
、
民

間
委
託
な
ど
を
推
進
し
ま
す
。

　
平
成
　
年
度
の
税
制
改
正
に
よ
る

２０

「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」を
施
行
し
て

い
ま
す
。
ふ
る
さ
と
山
田
同
郷
の
会

の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
本
町
に
ゆ
か
り

の
あ
る
方
々
な
ど
へ
の
制
度
の
Ｐ
Ｒ

に
努
め
る
と
と
も
に
、
ふ
る
さ
と
山

田
へ
の
応
援
の
思
い
を
大
切
に
し
な

が
ら
制
度
の
活
用
を
図
り
ま
す
。

　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇



【６】

平成２３年７月２４日すべてのテレビ

放送がデジタル放送に替わります

　
な
ぜ
デ
ジ
タ
ル
放
送
が
必
要

　
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
が
進
め
ら
れ

る
理
由
の
一
つ
に
、
電
波
の
有
効
利

用
が
あ
り
ま
す
。
電
波
は
テ
レ
ビ
や

ラ
ジ
オ
、
携
帯
電
話
、
無
線
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
通
信
に
使
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
通
信
に
使
う
こ
と
が
で
き
る
周

波
数
（
チ
ャ
ン
ネ
ル
）
は
限
ら
れ
て

い
ま
す
。
現
在
、
国
内
で
は
ほ
と
ん

ど
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
使
用
さ
れ
、
電

波
に
余
裕
が
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
テ
レ
ビ
放
送
を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る

こ
と
で
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
減
ら
す
こ
と

が
で
き
る
た
め
、
電
波
に
余
裕
が
で

き
、
ほ
か
の
通
信
に
使
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
地
デ
ジ
で
何
が
変
わ
る
の
か

　
ア
ナ
ロ
グ
放
送
で
は
、
電
波
が
届

く
ま
で
に
音
声
の
品
質
が
劣
化
し
た

り
、
ゴ
ー
ス
ト
現
象
な
ど
で
映
像
が

乱
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
で
は
こ
れ
ら
が
な

く
な
り
、
高
品
質
の
映
像
や
音
声
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
で
は
、
よ
り
多

く
の
情
報
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
た

め
▼
字
幕
放
送
▼
解
説
放
送
▼
音
声

速
度
の
変
更
―
―
な
ど
、
よ
り
テ
レ

ビ
が
見
や
す
く
な
る
た
め
の
サ
ー
ビ

ス
が
提
供
さ
れ
ま
す
。

　
本
町
で
は
来
年
度
試
験
放
送

　
県
内
各
地
で
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

が
始
ま
っ
て
お
り
、
近
隣
の
宮
古
市

や
豊
間
根
地
区
の
一
部
で
は
８
月
か

ら
試
験
放
送
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

本
町
で
は
、
来
年
度
に
試
験
放
送
が

行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

　
難
視
聴
に
は
共
同
受
信
施
設

　
地
形
的
な
問
題
な
ど
で
電
波
が
届

き
に
く
い
地
域
を
、
難
視
聴
地
域
と

い
い
ま
す
。
現
在
の
ア
ナ
ロ
グ
放
送

で
も
い
く
つ
か
の
地
域
が
難
視
聴
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
の
電
波
は
ア
ナ
ロ
グ
放
送
の
電

波
と
性
質
が
違
う
た
め
、
今
ま
で
テ

レ
ビ
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
地
区
で

も
難
視
聴
地
域
に
な
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
町
内
で
ど
こ
の
地
区
が
地

　
ほ
と
ん
ど
の
家
庭
に
普
及
し
て
お
り
、
い
ま
や
欠
か
せ
な
い
存
在
に

な
っ
て
い
る
テ
レ
ビ
で
す
が
、
今
の
ま
ま
で
は
あ
と
３
年
で
テ
レ
ビ
放
送

が
見
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
す
か
。
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ

ジ
ョ
ン
放
送
（
地
デ
ジ
）
の
開
始
に
伴
い
、
現
在
の
地
上
ア
ナ
ロ
グ
放
送

が
平
成
　
年
７
月
　
日
に
終
了
す
る
た
め
で
す
。
今
号
で
は
、
地
上
デ
ジ

２３

２４

タ
ル
放
送
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

＋

【７】

アナログテレビ
地デジチューナーまたは

チューナー内蔵のレコーダー

巾

琴

斤

禽

錦錦錦錦錦錦錦錦

禁禁禁禁禁禁禁禁

欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣
欣

欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽
欽

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
難
視
聴
地
域
に

な
る
か
は
、
試
験
放
送
が
始
ま
っ
て

か
ら
調
査
が
行
わ
れ
る
予
定
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
難
視
聴
地
域
に
な
っ
た
場
合
に
は
、

地
域
内
の
各
世
帯
で
共
同
受
信
組
合

を
結
成
し
、
費
用
を
負
担
し
合
っ
て

電
波
が
受
信
で
き
る
場
所
に
共
同
受

　町では、共同受信組合関係者な

どを対象にした地上デジタル放送

説明会を行います。当日は、総務

省東北総合通信局職員を招いて説

明が行われますので、どうぞご参

加ください。

試日時　１０月１５日（水）

　　　　午後１時半～

試場所　町中央コミュニティセン

ター

試対象　共同受信組合関係者や組

合結成を考えている方

試説明内容　共同受信施設の地上

デジタル放送対応について／辺

地共聴施設の地上デジタル対応

支援策について

試問い合わせ　役場総務課情報管

理担当（察８２－３１１１内線４１４）へ。

Ｑ．アンテナはこのまま使えるの？

Ｑ．今まで使っていたテレビやビデオはどうなるの？

Ａ．地上デジタル放送用のチューナーか、チューナーを内蔵し

たレコーダー（ビデオ）を使用すれば、地上デジタル放送を

見ることができます。なお、チューナーはテレビ１台につき

１台必要となります。また、新たにテレビを購入する場合は、

地上デジタル放送に対応したものであれば、チューナーを買

う必要はありません。

　　ビデオは、再生するだけであればそのまま使用できますが、

地上デジタル放送を録画するためには、ビデオにチューナー

を接続しなければなりません。

地デジの共同受信
説明会開催します

Ａ．地上デジタル放送を受信する

ためには、ＵＨＦのアンテナが

必要になります。町内では、共

同受信施設を利用している地域

を除き、ほとんどのご家庭にＶ

ＨＦとＵＨＦのアンテナが設置

されています。ＵＨＦアンテナ

　９月２１日の任期満了

をもちまして、副町長

の職を退任致しました。

平成１６年９月の就任以

来、町民の皆さまには

多くのご指導、ご鞭撻

をいただきました。お

かげさまで職務を全う

することができました

ことをあらためて心よ

川村副町長が退任

４年間お疲れさまでした

りお礼申し上げます。これからは町民の一

人として、豊かな自然や文化の中で微力で

はありますが、住民福祉向上のため協力し

てまいりたいと思います。結びに、山田町

の発展と町民の皆さまのご多幸を祈念し、

退任のごあいさつと致します。

前山田町副町長

川 村  永   爾 
えい じ

　９月２１日の任期満了を迎えた川村永爾副

町長が退任されました。平成１６年から４年

間にわたって町政に力を尽くされた川村さ

んのご労苦に感謝を申し上げ、今後のご健

勝を祈念いたします。

退任のあいさつ

信
施
設
を
設
置
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
共
同
受
信
に
つ
い
て
詳
し
く
知

り
た
い
方
は
、
役
場
総
務
課
情
報
管

理
担
当
（
察
　－

３
１
１
１
内
線
４

８２

１
４
）
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
　
総
務
省
地
デ
ジ

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
察
０
５
７
０

－

　－

０
１
０
１
）
へ
ど
う
ぞ
。

０７

には数種類あり、地デジのチャンネルに対応したものであれ

ばそのまま使用することができます。

※地デジを受信するため向きや高さを調節することがあります。

　１１月１日現在で、

「２００８年漁業セン

サス」が全国一斉

に行われます。こ

の調査は、「漁業の

国勢調査」ともい

われ、漁業の生産

構造や就業構造を

明らかにするとと

もに、流通・加工

業などの漁業の背

景実態を総合的に把握することを目的に５

年ごとに実施されています。調査結果は、

国や県、市町村などの水産行政施策の基礎

資料として幅広く活用されます。１０月末

から調査員が調査の対象となる世帯や事業

所などを訪問し、聞き取り調査を行います

のでご協力をお願いします。

Ă試調査対象　海面漁業を営んでいる世帯ま

たは事業所

Ă試問い合わせ　役場総務課情報管理担当

（察ă８２－３１１１内線４１６）へどうぞ。

調査に皆さんのご協力を

２００８年漁業センサスを実施



みちまた りん くん

（轟木児童館・５歳）

　大きくなったらサッカー選手に
なりたいです。キーパーになって
敵からゴールを守るんだ。

【８】

ポエムを書きました

　今月は、最近はまったポエムを書きたいと思います。

　「タイ」

　海の恵みに、ありがタイ。３食ごはんが食べれて、

ありがタイ。１人じゃないから、ありがタイ。みんな

と作業ができて、ありがタイ。支えてくれる人がいて、

ありがタイ。生きてめでタイ。感謝の気持ちを忘れず

にいタイ。みんなの平和を願いタイ。

佐藤啓子（船越・？歳）

天
高
く
笛
や
太
鼓
が
響
き
け
り

十
二
支
た
ち
も
舞
い
上
が
り
け
る

大
町
テ
イ
子
（
大
沢
・
？
歳
）

秋
祭
り
豊
年
万
作
祈
る
だ
け

佐
藤
兼
男
（
荒
川
・
　
歳
）

８２

探
し
も
の
す
れ
ば
―
そ
こ
よ
―
と
妻
の
声

常
に
聞
こ
ゆ
る
妻
亡
き
今
も

菊
地
孝
進
（
船
越
・
　
歳
）

８６

善
幸
さ
ん
名
誉
町
民
銅
像
に

語
り
継
が
れ
る
和
の
心
あ
り

大
川
ヒ
メ
子
（
大
沢
・
　
歳
）

６４

折
に
ふ
れ
伝
え
て
お
こ
う
戦
時
中

菊
地
閑
悟
（
山
田
・
　
歳
）

８７

町民グランド
のトイレにつ

いて

　町民グラン
ドの野球場の

トイレがすご
く不衛生

で、使用する
のがとても嫌

です。新しく
する予定

は無いのでし
ょうか。

ペンネーム・
エルモ（中央

町・？歳）

【回答・町教
育委員会事務

局】

　町民グラン
ド野球場に併

設されたトイ
レは昭和

48年に設置さ
れてから35年

が経過し、現
在は残念

ながら快適に
利用できる状

況ではありま
せん。そ

こで、町では
バックネット

裏側（現在駐
車スペー

スとして利用
している場所

）に新しいト
イレの設

置を計画して
おります。

　設置までは
時間がかかり

ますのでしば
らくはご

不便をおかけ
しますが、陸

上競技場脇の
トイレも

ご利用できま
すので、ご理

解をお願いい
たします。

福士正子（６９）

佐
々
木
房
子（
　
）
６３

シ
ョ
ウ
コ
（
　
）
１１

姫
神（
　
）
１３

狩
元
巧
陽（
　
）
１１

佐
久
間
亜
実（
８
）

月神（１３）

齋
藤
晴
喜（
７
）

沼
崎
優
花（
？
）

◆投稿規定　試住所、氏名、年齢、電話番号を明記。ペンネーム、匿名での掲載を希望する方はその旨をさら
に付け加えてください試住所、氏名が記入されていないものは掲載しません試営利・政治的活動を目的とし
たものや、特定の個人・団体をひぼう・中傷するものは掲載できません試投書を添削することがあります。

◆あて先　〒０２８－１３９２（住所不要）山田町役場総務課情報管理担当へ。
【９】

◆投稿規定　試住所、氏名、年齢、電話番号を明記。ペンネーム、匿名での掲載を希望する方はその旨をさら
に付け加えてください試住所、氏名が記入されていないものは掲載しません試営利・政治的活動を目的とし
たものや、特定の個人・団体をひぼう・中傷するものは掲載できません試投書を添削することがあります。

◆あて先　〒０２８－１３９２（住所不要）山田町役場総務課情報管理担当へ。

山田よいとこ好きな町（１７)

　義経についてちょっと長くなりました。山田の義経伝説は

たくさんありますので、いずれまた書くことでしょう。

　取りあえずこれから訪ねる主な神仏を書き留めます。紙面

で皆さんと一緒に巡っていきたいと思いますのでよろしく。

　まずは関谷の杉の下（佐藤家）の深法山観音、出羽深山社

 権  現 、手長大明神、交通事故死した御子様の供養地蔵 菩  薩 。
ごん げん ぼ さつ

次は豊間根の白山神社、薬師 如  来 、十二神山。もどって関谷
にょ らい

橋の 袂 にある、北三陸 掃  海  艇 部隊の山田で戦死なさった方々
たもと そう かい てい

の 墓  碑 。伊藤石屋の石仏、 貫  洞 家の御墓、堀合家の馬頭観音。
ぼ ひ ぬき ほら

山田の変電所前にある 塞 の神様、北浜町大杉神社。大沢の 魚 
さい な

 賀  波  間 神社。大浦で、霞露ヶ岳明神と
が は ま

 秀  全  大  禅  師 。田の浜の
しゅう ぜん だい ぜん し

荒神神社。大槌～釜石の 片  葉 山。船越で海蔵寺。山田の鯨山
かた は

や八幡大神宮、などなど。以上各所のお話を交えながらた

どってみましょう。

　関谷の馬頭観音さんや豊間根の白山さん、宮古の藤畑駒形

さん。つい前の昭和１０年頃は、たくさんの馬を伴ってぞろぞ

ろとにぎやかにお参りしていたものですが、今は 町  中 で馬１
まち なか

匹さえ見かけなくなりました。今でも内陸部に残るチャグ

チャグ馬っ子。山田でも盛んだったことを子供たちに伝えた

いものです。

　皆さんも、山田の古き良き時代のことを広報やまだの「み

んなの広場」に出してみませんか。子供たちばかりではなく、

異郷におられる多くの方々も、広報やまだをお読みになって

望郷の念を癒やされておいででしょうから。

（つづく）

　　　　　　　　ペンネーム・山田北州（山田・８７歳）

自衛隊基地見
学会に参加し

て

　９月３日、
高齢者大学織

笠教室でレー
ダー基地を見

学に行

きました。

　新緑に包ま
れた山道をバ

スで登りまし
たが、濃霧で

眼下の

絶景は見るこ
とはできませ

んでした。 箇
  所 、箇所で説

明を受か しょ

けながら、講
話で昼夜を問

わず「不明機
」に対し空の

監視を

続けているこ
とを聞きまし

た。

　わたしの兄
は祖国の土を

踏むことなく
、台湾、高雄

の海で

不帰となりま
した。国とわ

たしたちの暮
らしを守って

いるこ

とを、戦中戦
後の混乱を体

験した者の一
人として、山

田分屯

基地の隊員の
皆さまに感謝

しております
。

　見学会を企
画してくださ

った係の方々
、ありがとう

ござい

ました。 菊地サカヱ（
織笠・７３歳)

Ｍｉｈｏ（?）

山
﨑
歩
実（
８
）

ク
レ
ア
（
　
）
１２

ヌ
ー
☆（
　
）
１０

田
村
泉
子（
　
）
１２

や
ま
ざ
き
ゆ
う
じ
ん（
５
）

佐々木雅也（１
１）

善意の傘に感謝
　八幡宮神幸祭の９月１４日、親子で稚児行列に参加しました。国道パレード中に雨が降り困っていたところ、沿道の方より「返さなくていいから使って」と傘をいただきました。お言葉に甘えてありがたく使わせていただきました。雨に濡れて体は冷たくなりましたが、とても温かい気持ちでいっぱいでした。紙面を借りてお礼を申し上げます。ありがとうございました。ペンネーム・まーくんのママ（中央町・？）



町総合防災訓練に２,１９５人

災害に備え各団体が協力し合う

　９月７日に町総合防災訓練が行われ、２,１９５人が参加

しました。町民の皆さんを対象とする津波避難訓練では、

町全体で１,４７４人が高台などへ避難したほか、上豊間根

自治会と石峠自治会による非常食糧炊き出し訓練が行わ

れました。同訓練終了後は織笠川河川敷公園に会場を移

し、町消防団と航空自衛隊による水防訓練や負傷者救助

訓練などを実施。また、織笠婦人防火クラブと飯岡地区

住民自治会が初期消火訓練を実施したほか、山田中地区

自主防災会や山田地区建設業会も町消防団と合同で各種

訓練に参加するなど、万が一の災害に備えた訓練に各団

体が協力し合いながら取り組んでいました。

山田八幡宮・大杉神社神幸祭

町中が熱く燃えた２日間

　山田八幡宮と大杉神社の神幸祭が９月１４日と１５日に行

われ、町中が笛や太鼓の軽快な音色に包まれました。毎

年恒例となったＪＲ陸中山田駅前の「お祭り広場」では、

 神  輿 の渡御や町内外の郷土芸能が披露され、大勢の家族
み こし

連れなどでにぎわいました。また、１４日には山田八幡宮

の金色の神輿が町内を駆け回り、沿道の観衆を魅了。１５

日の大杉神社の神幸祭では、北浜町の船揚げ場で神輿が

海中を練り歩く「お 塩  垢  離 」が行われ、陸と海を何度も
しお ご り

往復しては詰め掛けた観客を沸かせるなど、２日間にわ

たる熱い祭に町中が燃えていました。

お祭り広場内を所狭しと暴れる山田八幡宮の神輿

軽やかな音色に合わせ舞を演じる八幡大神楽

カナガラを振り上げ、華麗な舞を披露する八幡鹿舞

国道で勇壮に舞い踊る山田境田虎舞

山田中地区自主防災会による応急手
当訓練の様子（上写真）／高台へ避
難する境田地区の皆さん

【１０】【１１】

　今月の題字

佐々木 七  海 ちゃん
なな み

　　　（織笠小２年）

船越の 々木タキ子さん

本町３人目の「食の匠」に認定

　「岩手県食の匠」に、船越の 々木タキ子さん（６１）と

 々木さん製作の「ミルクわかめようかん」が認定され

ました。岩手ならではの食材や食文化の発信活動を通じ

た地域の活性化を目的に県が実施しているもので、本町

では３人目となります。今回認定されたミルクわかめよ

うかんは、２月に行われた「うんめーごっつおー試食審

査会」で一般の部グランプリを受賞した作品。 々木さ

んは「まさかのことにびっくりしています。料理を工夫

するのが好きなので、これからも新しい料理の考案を続

けていきたい」と話していました。

理容組合でボランティア活動

海岸のごみ拾いで地域へ貢献

　９月８日、理容生活衛生同業組合山田支部（白野健一

支部長）では、浦の浜海岸の清掃活動を行いました。こ

れは、全国理容連合会が毎年９月の第２月曜日を「理容

ボランティアの日」と定めたことによるもので、全国一

斉の取り組みとなります。当日は組合員１５人が浦の浜海

岸に集合。海岸に落ちている空き缶や空きびんなどを拾

い集め、奉仕活動に汗を流しました。事業を計画した上

野郁宏青年部長は「今後は清掃活動だけでなく、さまざ

まな形で地域に貢献できる活動を計画していきたい」と

さらなる活動の展開に意欲をみせていました。

轟木地区でグランドゴルフ大会

世代を超えた交流を深める

　９月２１日、轟木地区教育振興運動実践協議会「わらび

の会」が主催するグランドゴルフ大会が開かれました。

これは、同会創立１０周年の記念事業として轟木小学校を

会場に行われたもので、会員ら１００人が参加。参加者は

４～５人のグループに分かれ、学校敷地周辺につくられ

たコースに挑戦し、スコアを競い合いました。グランド

ゴルフはクラブでボールを打ち、ホールポストに入るま

での打数を競う競技で、大人から子供まで手軽に楽しむ

ことができます。コースの途中に置かれた木の枝やハー

ドルなどにさえぎられ、苦戦する参加者の皆さん。競技

を楽しみながら、世代を超えた交流を深めていました。



【１２】

　
本
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宮
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市
、

大
槌
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撲
協
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さ
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岩
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岸
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催
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岸
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を
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０
３
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６
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わ
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狙
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績
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収
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ま
し
た
。

　
中
村
さ
ん
は
「
今
ま
で
の
練
習
の

成
果
を
出
せ
る
よ
う
に
、
メ
ダ
ル
を

目
指
し
て
頑
張
り
た
い
」、
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さ
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は
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悔
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が
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な
い
よ
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に
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杯
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張
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ア
キ
ュ
ラ
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ー
で
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を
取
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と
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会
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意
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ま
し
た
。
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入
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エ
ー
ニ
が
４
位
に
入
賞

し
ま
し
た
。

　
大
会
は
８
月
　
日
か
ら
八
幡

３０

平
市
で
行
わ
れ
、
県
内
　
チ
ー

８０

ム
が
参
加
。
グ
ル
ー
プ
予
選
を

２
位
で
通
過
し
た
Ｆ
Ｃ
山
田
は
、

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
へ
と
駒
を

進
め
ま
し
た
。
決
勝
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
で
は
、
準
決
勝
で
グ
ル
ー

ジ
ャ
盛
岡
ジ
ュ
ニ
ア
と
対
戦
。

０－

０
で
Ｐ
Ｋ
戦
に
突
入
し
、

　－

　
で
惜
し
く
も
敗
れ
ま
し

１０

１１

た
。
続
い
て
サ
ン
・
ア
ル
タ
ス
大
船

渡
と
３
位
決
定
戦
を
行
い
、
延
長
戦

の
末
０－

１
で
敗
戦
し
ま
し
た
が
、

チ
ー
ム
初
と
な
る
県
大
会
ベ
ス
ト
４

入
り
に
、
関
係
者
は
喜
び
に
沸
い
て

い
ま
す
。

▽
出
場
選
手
　
箱
石
 義
  昌
 、
橋
端
 泰
 

よ
し
 あ
き
 

た
い

 地
 、
阿
部
 孔
  亮
 、
港
 大
  河
 、
内
舘

ち
 

こ
う
 す
け
 

た
い
 
が

 奏
  太
 、
佐
藤
 駿
 、
鈴
木
 航
  洋
 、
三

そ
う
 
た
 

し
ゅ
ん
 

こ
う
 よ
う

上
 瞬
 、
佐
々
木
 輝
  良
 、
平
澤
 千
  尋
 、

し
ゅ
ん
 

き
 

お
 

ち
 
ひ
ろ

佐
々
木
 廉
 、
上
沢
 哲
 、
織
笠
 瞬
 、

れ
ん
 

て
つ
 

し
ゅ
ん

勝
山
 雅
  治
 、
木
村
 拡
 、
沼
﨑
 友
  哉
 、

ま
さ
 は
る
 

ひ
ろ
む
 

と
も
 
や

木
村
 和
  貴
 、
菅
原
 武
  広
 、
古
舘
 耀
 

か
ず
 
き
 

た
け
 ひ
ろ
 

よ
う

 希
 、
佐
々
木
 優
  良
 　
　《
敬
称
略
》

き
 

ゆ
 

ら

Ｆ
Ｃ

山
田

　
　
月
　
日
か
ら
大
分
県
で

１０

１１

開
催
さ
れ
る
第
８
回
全
国
障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
出
場

者
に
、
宮
古
養
護
学
校
高
等

部
３
年
の
中
村
 明
  穂
 さ
ん

あ
き
 
ほ

（
船
越
）
＝
写
真
左
＝
と
同
２

年
の
佐
藤
 弘
  二
 さ
ん（
荒
川
）

こ
う
 
じ

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
厚
生
労
働
省
な
ど
が
主
催

す
る
同
大
会
は
、
障
が
い
者

の
自
立
と
社
会
参
加
を
促
進

す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ

れ
る
国
内
最
大
の
障
が
い
者

ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
。
中
村
さ

下
 慶
  輔
 、
湊
 勇
  樹
 、
箱
石
 友
  貴
 ）

け
い
 
す
け
 

ゆ
う
 
き
 

と
も
 
き

３
位
　
高
学
年
の
部
…
山
田
北
小

Ａ
（
佐
藤
 隆
  磨
 、
佐
藤
 研
  史
 、
堀

り
ゅ
う
 
ま
 

け
ん
 
し

合
 紳
  弥
 ）
優
勝

し
ん
 
や

▽
個
人
男
子
　
１
年
…
木
下
慶
輔

（
南
小
）優
勝
　
２
年
…
野
田
 明
  正
 

あ
き
 ま
さ

（
船
小
）優
勝
、
堀
合
 悠
  斗
 
（
北
小
）

ゆ
う
 
と

２
位
、
箱
石
友
貴（
南
小
）
３
位
　

３
年
…
佐
藤
 玲
  王
 
（
船
小
）優
勝
　

れ
 

お

４
年
…
佐
藤
隆
磨（
北
小
）優
勝
、

佐
々
木
 拓
  海
 
（
大
浦
小
）
２
位
　
６

た
く
 
み

年
…
堀
合
紳
弥（
北
小
）優
勝
、
平

石
 健
 
（
北
小
）
３
位

た
け
し

▽
個
人
女
子
　
２
年
…
浦
川
 玲
  菜
 

れ
 

な

（
船
小
）優
勝
　
３
年
…
大
釋
 瑞
  優
 

み
 

ゆ

（
北
小
）
３
位
　
４
年
…
平
石
 鈴
  夏
 

す
ず
 
か

（
北
小
）
３
位
　
　
　
　《
敬
称
略
》

人
戦
が
行
わ
れ
、
豆
力

士
た
ち
が
熱
戦
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。

　
結
果
、
高
学
年
団
体

の
部
で
山
田
北
小
Ａ
が

優
勝
し
た
ほ
か
、
個
人

の
部
で
も
上
位
に
入
賞

す
る
活
躍
を
見
せ
ま
し

た
。
上
位
に
入
賞
し
た

本
町
児
童
は
次
の
と
お

り
で
す
。

▽
団
体
　
低
学
年
の
部

…
山
田
南
小
Ｂ
（
木

団体高学年で優勝した山田北小Ａの皆さん

本
町
児
童
が
大
健
闘

岩
手
県
沿
岸
少
年
相
撲
大
会

全国障害者スポーツ大会

県サッカースポ少大会



町
長
室
か
ら

　
９
月
　
日
は
敬
老
の
日
。
本

１５

町
で
は
、
９
月
　
日
に
喜
寿
を

２０

祝
う
会
を
開
催
し
、
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。
ち

な
み
に
、
喜
寿
を
迎
え
た
方
は

２
２
４
人
で
し
た
。
本
年
度
、

敬
老
の
日
ま
で
に
１
０
０
歳
を

迎
え
た
町
民
の
方
は
５
人
で
、

１
０
０
歳
以
上
の
方
は
９
人
と

な
り
ま
す
。
こ
れ
を
自
治
体
の

人
口
に
占
め
る
割
合
で
見
る
と

県
内
第
８
位
と
な
り
、
本
町
は

長
寿
の
町
と
言
え
る
よ
う
で
す

▼
１
０
０
歳
以
上
の
方
は
全
国

で
３
６
２
７
６
人
、
岩
手
県
で

３
８
７
人
。
県
の
最
高
齢
は
１

０
９
歳
、
本
町
は
１
０
３
歳
で

す
。
長
寿
の
秘
け
つ
を
皆
さ
ん

に
聞
い
て
み
た
ら
共
通
項
が
見

え
て
く
る
の
で
し
ょ
う
か
▼
進

む
高
齢
化
に
比
例
し
て
介
護
保

険
の
サ
ー
ビ
ス
受
給
者
も
増
え

て
い
ま
す
。
平
成
　
年
度
に
発

１２

足
し
た
介
護
保
険
制
度
は
現
在

第
３
期
計
画
の
最
終
年
度
で
、

来
年
度
か
ら
始
ま
る
第
４
期
事

業
計
画
の
策
定
委
員
会
が
発
足

し
ま
し
た
。
介
護
保
険
料
を
抑

え
な
が
ら
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
す

る
と
い
う
難
題
に
挑
戦
で
す
。

　
　
山
田
町
長
　
沼
崎
　
喜
一

【１３】

ホタテのさっぱ舟仕立て

　作り方 
【材料（４人分）】

　塩コンブ…４枚（１１㌢×１５㌢角）、ホタテ貝柱…４個

　かんぴょう…８本（長さ１４㌢）、だし汁…適量

　薄口しょうゆ…小さじ２/３ 、日本酒…小さじ２

　本みりん…小さじ１

【作り方】

①塩コンブは２分くらい水に浸けて塩抜きする。

②ホタテの貝柱は輪切りにし、かんぴょうは塩少々と

少量の水でもみ、水洗いして縦半分に切る。

③コンブに②の貝柱を横に並べて巻き、両端をかん

ぴょうで結ぶ。

④③を鍋に入れ、だし汁をひたひたになるまで入れ、

落し蓋をして煮る。昆布が軟らかくなったら薄口

しょうゆ、日本酒、本みりんを加え煮汁がほとんど

なくなるまで煮る。

⑤盛り付けてから真ん中に切れ目を入れて開き、さっ

ぱ舟に見立てて形を整えたら完成です。

№７

　このコーナーでは、手軽にできるお弁当や郷土料理、

旬の食材を使った料理などを毎月ご紹介します。

Vol.18

★
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い

ま
し
た
か

　
夫
と
漁
業
を
営
ん
で
い

ま
し
た
が
、
そ
の
傍
ら
で

た
く
さ
ん
の
内
職
な
ど
も

し
て
き
ま
し
た
。

★
趣
味
は
何
で
す
か

　
手
先
を
動
か
す
こ
と
で

す
ね
。
古
い
洋
服
や
着
物

を
使
っ
て
、
手
提
げ
や
小

物
入
れ
を
作
っ
て
い
ま
す
。

ほ
か
に
は
家
庭
菜
園
も
し
ま
す
。
今

年
は
ト
マ
ト
が
良
く
実
り
、
た
く
さ

ん
食
卓
に
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

★
宝
物
は
何
で
す
か

　
家
族
や
孫
た
ち
で
す
。
今
年
の
敬

老
の
日
に
も
、
孫
た
ち
が
手
作
り
の

ク
ッ
キ
ー
を
贈
っ
て
く
れ
た
ん
で
す

よ
。
た
ま
に
顔
を
見
に
き
て
く
れ
る

の
が
と
て
も
楽
し
み
で
す
。

★
町
に
つ
い
て
思
う
こ
と
は

　
昔
に
比
べ
て
、
ゴ
ミ
が
落
ち
て
い

る
こ
と
が
少
な
く
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。
皆
さ
ん
の
心
掛
け
ひ
と
つ
で
町

も
き
れ
い
に
な
る
の
で
し
ょ
う
ね
。

　
趣
味
は
手
先
を
動
か
す
こ
と

齊　藤　レ　ツ さん
(長崎・９０歳）



【１４】

　町立図書館では、図書展「偉

人を支えた女性たち～岩手ゆか

りの人物を知る」を開催します。

試期間　１０月３日～１２日

試時間　午前９時～午後５時

試場所　町立図書館

試内容　本県出身の偉人と彼ら

を支えた女性たちに関する資

料約７０点の展示

※展示本の貸し出しはしません。

試問い合わせ　町立図書館（町

中央コミュニティセンター内

察８２－３４２０）へどうぞ。

◎マレットゴルフ秋季大会

試日時　１０月１９日（日）

　　　　午前８時半～

試場所　豊間根桜野地区マレッ

トゴルフ場

試参加料　１,５００円

試申込期限　１０月１５日

試申込先・問い合わせ　山田町

マレットゴルフ協会事務局

佐々木建彦（ファクス兼察８６

－２９７７）へ電話かファクスで

お申し込みください。

◎パークゴルフ教室

試日時　１０月１２日（日）

　　　　午後１時～

試場所　船越家族旅行村パーク

ゴルフ場（入江田沼東側）

試対象者　４０歳以上の町民４０人

試参加料　３００円（用具代含む）

試参加方法　直接会場へお越し

ください。

試問い合わせ　船越家族旅行村

（察８４－２１９２）へどうぞ。

本県出身の偉人に
関する図書展開催

スポーツに参加し
健康づくりしよう

　山田町シルバー人材センター

では、高齢者の就業を支援する

ため技能講習会を開催します。

◎造園（緑地保全管理）

試期間　１１月１０日～１４日

試時間　午前９時～午後４時

試内容　庭木の 剪  定 （枝切り・
せん てい

刈り込み）など

◎室内装飾（補修）

試期間　１１月１７日～２１日

試時間　午前９時～午後４時

試内容　障子や襖の張り替え、

修理調整など

◆場所　山田町シルバー人材セ

ンター

◆対象者　５５歳～６５歳の町民

◆受講料　無料

◆定員　各２０人

◆申込期間　１０月２日～１０日

◆申込先・問い合わせ　山田町

シルバー人材センター（察８２

－３３８１）へどうぞ。

各種講習で技術を
身に付けませんか

　「オータムジャンボ宝くじ」が

販売されています。この宝くじ

の収益金は販売実績や市町村数、

人口などに応じて各都道府県に

配分され、市町村振興のための

基金として積み立てられた後、

環境対策や少子高齢化対策など、

市町村の明るく住みよいまちづ

くりのために使われます。

試販売期限　１０月１７日（金）

試抽せん日　１０月２２日（水）

オータムジャンボ
１０月１７日まで販売

◆消防防災課　試主事・菊池俊

介　試主事・田代寛八

１０月１日付で町
職員の人事異動

全血献血行います
皆さんのご協力を

試期日　１０月７日（火）

試時間と場所

　午前９時半～１１時　役場前

　午後０時半～２時　平安荘

　午後３時～４時　和田工業㈱

試問い合わせ　役場保健福祉課

健康管理担当（内線１６０）へ。

　幼児期の食事について楽しく学びませんか。当日は、

託児コーナーも設けますので、お気軽にご参加ください。

◆日時　１０月１５日（水）午前９時半～正午

◆場所　町中央コミュニティセンター

◆対象　１歳から３歳までのお子さんをお持ちの保護者

◆内容　幼児食の調理実習と講話、個別相談

◆持参する物　筆記用具、エプロン、おんぶひも、その

ほかお子さんの外出に必要な物

◆申込期限　１０月１０日

◆申込先　役場保健福祉課健康づくり担当（察８２－３１１１

内線１６１）

◆対象地区　船越、田の浜、大浦、織笠、大沢地区（山

田、豊間根地区は来年度実施します）

◆対象年齢　乳がん検診…４０歳以上（昭和４４年３月３１日

以前に生まれた人）　子宮がん検診… ２０歳以上（平成元

年３月３１日以前に生まれた人）

◆検診料　乳がん検診…２,０００円

　　　　　子宮がん検診…１,３００円

◆持参する物　乳がん検診…バスタオル

　　　　　　　子宮がん検診…スカート

　乳がん・子宮がん検診が実施されます。対象となる方

は忘れずに受診しましょう。

◆日程〔１０月〕

受 付 時 間会　　　場期　日

午前９時半～１０時半
午後１時～２時

大浦漁村センター９日

　　　　〃保 健 セ ン タ ー
１０日、１４日、
１６日、１７日

　町では、６５歳以上で、１０月から１２月の間にインフルエ

ンザの予防接種を希望する方を対象に、接種料金の一部

を助成します。接種を希望する方は、直接下記の接種医

療機関にお申し込みください。

◆対象　平成２０年１０月１日現在の年齢が６５歳以上の人

◆接種医療機関　井上医院、近藤医院、後藤医院、熊谷

医院、うらべ内科クリニック、県立山田病院

※町外の施設などで接種を希望する方は、役場保健福祉

課にご相談ください。

◆助成額　１人につき１,５００円（上限）

◆自己負担額　県立山田病院…２,８６０円

　　　　　　　そのほかの医療機関…１,５００円

◆持参する物　老人健康手帳または健康手帳

保健のコーナー
◆問い合わせ　役場保健福祉課健康管理担当
　または健康づくり担当（察８２－３１１１内線１６１）

●１ 本号のみんなのスペースに掲

載されたイラストの枚数は？

　佳１６枚　加１７枚　可１８枚

●２ 船越の 々木タキ子さんが認

定されたのは岩手県○の匠？

　佳衣　加食　可住

●３ 本年の県サッカースポ少大会

でベスト４入りしたチームは

ＦＣ○○ヴェルエーニ？

　佳山本　加山崎　可山田

●４ 今号の「１歳になりました」

に登場している赤ちゃん８人

のうち、男の子は何人？

　佳３人　加４人　可５人

【応募方法】　はがきに陰クイズ

の答え隠住所韻氏名吋年齢を明

記の上、応募ください。全問正

解者の中から抽選で１０人に５００

円の図書カードをプレゼント。

応募は一人１通です。

【応募先】　〒０２８－１３９２（住所

記載不要）山田町役場広報クイ

ズ係

【締め切り】　１０月１７日（当日消

印有効）

☆前回の正解は①－Ｃ、②－Ａ、

③－Ｂ、④－Ｂでした。応募者

数は３６人で３４人が正解。抽選の

結果次の１０人が当せんしました。

山田＝堀合心（６）　八幡町＝武

藤美保子（２４）、小林祐真（１１）　

飯岡＝阿部汐（２８）、狩元巧陽

（１１）　船越＝佐々木房子（６３）　

織笠＝佐々木雅也（１１）　大沢＝

鳥居和子（７２）　豊間根＝沼崎優

花（？）　神奈川県川崎市＝外木

久（２５）　　　　　　　<敬称略>

【１５】

１０月の町長面談日
試日時　１０月２０日（月）

　　　　午前１０時～正午

試場所　役場４階特別応接室

※面談希望の人は役場総務課

内線４１３へご連絡ください。

健康づくり標語
募集しています

　岩手県国民健康保険団体連合

会では、健康づくりに関する標

語を募集しています。

試応募作品　諮生活習慣病予防

の推進諮ウオーキングなど運

動の推進諮歯科保健の推進

――に関する標語

試応募資格　県内在住の人

試応募方法　応募作品（１人５

題まで）と住所、氏名（ふり

がな）、性別、年齢、職業（小・

中・高校生は学校名と学年）、

電話番号を明記のうえ、郵便

はがきまたはファクスで応募

してください。

試応募期限　１０月３１日

試賞品　入賞者には賞品として

３０,０００円～１０,０００円分の旅行

券が贈呈されます。

試応募先・問い合わせ　岩手県

国民健康保険団体連合会健康

推進課（〒０２０－００２５盛岡市大

沢川原三丁目７－３０ 察０１９

－６２３－４３２４ ファクス０１９

－６２２－１６６８）へどうぞ。

“傾聴”についての
講演会開かれます

　悩みや不安をお持ちの方の話

に耳を傾け、心を癒やす“傾聴”

についての講演会を開催します。

試日時　１０月２７日（月）

　　　　午後１時１５分～

試場所　町中央公民館

試講師　鈴木絹英さん（ＮＰＯ

法人ホールファミリーケア協

会理事長）

試申込期限　１０月２２日

試申込先・問い合わせ　役場保

健福祉課健康づくり担当（内

線１６５）へどうぞ。

　はまなす学園では、学園祭を

開催します。皆さんのご来場を

お待ちしています。

試日時　１０月１２日（日）

　　　　午前９時～午後２時

試場所　一休館（花まりん内）

※雨天の場合は、はまなす学園

試内容　利用者の作品販売、屋

台村、ステージショー（山田

大神楽や八木節、学園利用者

やわかき保育園の園児による

踊りなど）

試問い合わせ　はまなす学園

（察８４－３２３１）へどうぞ。

はまなす学園祭に
皆さんのご来場を

◆お祭りの取材、ファインダー越

しに見ると舎人や踊り手の表情も

また違って見えます。熱気に圧倒

され、シャッターを切るのを忘れ

ることも。たくさんの表情に出会

い、感動の２日間でした。

◆先日、不注意で左手にお湯をか

けてやけどしてしまったのですが、

そのとき手を水道で冷やしながら

「これってピンボケのネタに使え

るかな」と考えてしまった自分が

ちょっと悲しくなりました。

●文 

●和 

　県では、１０月１１日～１７日の違

反建築防止週間にちなみ、下記

のとおり建築に関する相談所を

開設します。また、１６日には県

下全域で公開一斉パトロールを

実施します。

◎建築相談所

試期間　１０月１４日～１７日

試時間　午前９時～午後５時

試場所　宮古地方振興局土木部

（察６４－２２２１）

試問い合わせ　役場地域整備課

建築住宅担当（内線２５４）へ。

１０月１４日～１７日に
建築相談所を開設

各種相談あります
お気軽にご利用を

◎行政相談

試日時　１０月１６日（木）

　　　　午前１０時～正午

試場所　町中央コミュニティセ

ンター

試相談内容　国や県、市町村の

仕事で納得できないことなど

試相談員　行政相談委員

試問い合わせ　役場住民生活課

住民相談担当（内線１２８）へ。

◎特設人権相談

試日時　１０月８日（水）

　　　　午前１０時～午後３時

試場所　町中央コミュニティセ

ンター

試相談内容　親子関係、夫婦関

係、近隣関係、差別、いじめ、

虐待など人権に関する相談

試相談員　人権擁護委員

試問い合わせ　役場住民生活課

住民相談担当（内線１２８）へ。

◎交通事故巡回相談

　交通事故や保険の請求などで

お困りの方は、ご相談ください。

試日時　１０月１５日（水）

　　　　午後１時～３時

試場所　釜石地区合同庁舎（釜

石市新町）

試申込期限　１０月１４日

試申込先　釜石地方振興局企画

総務部（察０１９３－２５－２７０１）

試問い合わせ　県立県民生活セ

ンター（察０１９－６２４－２５８６）へ。

　山田中学校吹奏楽部では、第

１２回チャリティーコンサートを

開催します。どなたでも楽しめ

るステージを準備していますの

で、お気軽にご来場ください。

試日時　１０月１３日（祝）

　午後２時～（午後１時半開場）

試場所　町中央公民館大ホール

試入場料　無料（当日は、会場

で募金活動を行いますので、

ご協力をお願いします）

試問い合わせ　山田中学校吹奏

楽部（察８２－２６１１）へどうぞ。

山田中吹奏楽部の
演奏会開催します

　水道の検針時にお渡しする

「使用水量・料金等のお知らせ」

の内容を一部変更しました。主

な変更点は、前々月分と前年同

月分の使用水量の項目を追加し

たもので、使用量の異常な増加

による漏水の疑いを確認するこ

とができます。裏面に漏水チェッ

クの方法を記載してありますの

で、ご利用ください。

　なお、漏水を発見した場合は、

お早めに町指定の給水装置工事

業者に修理を依頼してください。

試問い合わせ　町水道事業所

（内線２２３）へどうぞ。

水道のお知らせで
漏水のチェックを



「広報やまだ」は環境に優しい再生紙と
大豆油インキ（植物油）を使用しています。

※敬称略、（　）内は地区名・保護者・

　性別です。
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藤　田　 脩 　 維 
ゆ い

（大沢・新二・男）

佐々木　 仁 　 愛 
にい な

（織笠・政良・女）

芳　賀　 秀 　 虎 
ひで とら

（織笠・歩・男）

堀　合　 楽 　 翔 
がく と

（織笠・武彦・男）

阿　部　 弥 　 依 
や え

（田の浜・健作・女）

佐々木　 獅 　 優 
し ゆう

（田の浜・雅昭・男）

大　川　　　 彩 
あや

（大沢・賢・女）

佐　藤　 音 　 羽 
おと は

（船越・純一・女）

おめでた・おくやみ

８月届け出分（敬称略）

〔出生〕（　）は保護者と性別

試山田　中村 響 （貴昭・男）、佐藤 賢  心 （賢
ひびき けん しん

一・男）、堀合 日  莉 （照・女）、山田 純  ノ  介 
ひ まり じゅん の すけ

（宜幸・男）、前田 侑  南 （秀一・女）、池端 穂  花 
ゆう な ほの か

（俊宏・女）、古田 來  翔 （教順・男）
らい と

試船越　後藤 夢  果 （茂典・女）
ゆう か

試織笠　齊藤 彩  月 （弘道・女）
み づき

試豊間根　伊藤 咲 （一也・女）、齊藤 大  悟 （考
さき だい ご

幸・男）

〔死亡〕（　）は年齢

試山田　前川 一（５９）、阿部キミヱ（９０）、

 々木キヌ（８２）、井上寅吉（９４）、 々木慶

 （８３）、前川秘（８１）、古田キメ（８３）、長

部シン（８７）、 々木力平（８０）

試大浦　小林敬一（８０）

試織笠　横田喜壽郎（９４）、昆野忠雄（８４）、

小野寺キヨヱ（８９）

試大沢　箱石敏弘（４９）、鈴木アヤ（９３）、鹿

野源祐（６５）

試豊間根　佐々木ヨシノ（９８）、卯名根口七 

（８９）、吉川一 （６８）

試石峠　高橋弘（７５）

町民のうごき
（８月 1 日～31日）

試出生……１３人　　試転入……２４人

試死亡……２３人　　試転出……３５人

試人口…１９,８５７人（今月減２１人）

　男…９,５２２人　女…１０,３３５人

試世帯数………………７,２１６世帯
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